
奈良県橿原市（一般市）

実施方法 直営

事業費 ９，２８７千円

理由
（直営）

・庁内、関係機関と連携が図りやすい。
・指揮系統が確立しており迅速な対応ができる。

事業概要 ・主任相談支援員１名、相談支援員５名（うち２名は家計相
談支援員兼務）の６人体制で実施。

・今すぐには一般就労が困難だと思われる相談者に対し、庁
内作業の体験を実施。作業内容の例としてはチラシの挟み込
み、イベントでの配布物の詰め込み、図書館の本の修繕作業
などがある。作業を行うことで自己肯定感を高め、将来的に
は一般就労に結びつくことを期待している。この事業では報
酬は発生せず、ボランティアでの一環として実施。体験中の
事故に備えて保険について予算措置。

・相談者の中には長年ひきこもっている人や、働いた経験が
なくスーツを持っていない人、金銭的に余裕がなく就職活動
にあたってスーツの購入ができず就労に結びつかないケース
もある。このような相談者のためにスーツのレンタル事業を
無料で実施。

その他
特記事項

必須事業の他、平成２９年度より家計改善支援事業を実施。

１市の概要（H30年度） ２支援状況調査（H30年度）

人口

保護率

122,242人

1.24％

自立相談支援事業

●庁内作業体験を通し家族や当窓口以外の他者との交流を持つ機会ができ

た。また作業を通して本人の作業能力、適応能力、協調性などを把握する

ことができた。

●スーツを持っていない相談者に対し、スーツの貸出しをすることによっ

て相談者が安心して就職活動に取り組むことができた。

新規相談受付件数人口１０万人当
（件）

プラン作成件数人口１０万人当
（件）

就労支援対象者数人口１０万人当
（件）

就労・増収率（％）

一月当たり

一月当たり

一月当たり

スーツのレンタル事業
スーツ以外にも鞄や靴、ネクタイ、ベルト、

シャツなど就職活動に必要なものを職員に提
供してもらっている。

19.9

4.8

3.1

78.3

３実施方法について

４事業実績（H30年度）

５事業実施のポイント

６取り組んで良かったこと

新規相談
受付件数

プラン作成
件数

就労支援
対象者数

就労者数 増収者数

Point
●庁内で相談者が参加可能な作業の情報を集め、相談者に合わせ
た作業体験を実施している。
●スーツは職員に声かけをし、不要になったものを提供しても
らっている。

市役所内作業体験
他課の協力も得て、庁内の軽作業体験を

実施している。
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